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東亜天文協會観測部月報

　　流星課観測報告　Monthly　Report，　M6teor　Section（45），

　　　　　　　課長小愼孝二郎（1〈6・ir6・K・maki・President）

　襯測は一般に淋しかったが，本田實君の目畳しい活動と，稻垣君の南方洋上に於け

る航海中の観測とは特筆すべきものと思ふ・本田君は昨年度も水瓶座δ流星群につい

て観測を行はれたが，本年は刀末連夜に亘って三国せられ立派な成績を暴げられた・

　稻垣君は七刀中旬より八，月にかけて小笠原群島及硫黄島方面に航行をせら才したが，

其の間八丈島附近・硫黄島・母島に於て流星の三二を行はれた・雫素は東京市内で濁っ

た空を通して苦闘をせられてるるのであるから，今回族行中の理想的な晴空での襯測

には大いに溜飲を下げられた事と思ふ・

　　　　　　　流星群の出現櫃究　（N・tes・n　appm’iti・ns・f　swam・s）

　水瓶座流星群（δ一Aquarids　in　la　s．　t　decade，　July）

　本田君の29，30，31雨三夜に亘る槻測から見れば，30日朝の出現数が最も多く，一

時間のZF均籔は11個口及んでみる・31日もかなり多くを見てみる・

　ペルセウス流星群（Perseid・shower　ol〕serv6d　by　T・lnag．　afki）

　稻垣君は19日，26日，29日，30日目四夜ペルセウス流星群の観測を行はれ，見事に

輻射黙の位置を決定せられた・出現状態はあまり二三ではないが，氏の銚眼は可成微

光のものも易々として認められた爲，かく牧穫を得られたものである・位置は輻射黙

の欄にある・

　其他七．月當初には本田君によって若干のヰンネケ流星を，下旬にはカシオペヤに一

流星群を見られてるる告別に記す程のものはなかった・

　　　　　　　観測善，観測地及観測敏（Summary　f・．・1’July，］933）

観　測　者　　略　符
　Ol）servet’　F　Abb．i．

襯　　　測　　　地
　　　Locality
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東京市，硫黄島，母島

大阪府池田町
札幌市
東京市

長　轍　時間数　流星数
Nights　1　Durationl　］．Vleteors
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この他に大阪市の伊達英太郎氏より一流星の報告を受け．た・
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’ 観測の概略　（1）aily　summary　of　observations）
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　　1　25分間休止　　　1　　5　八丈島附近航行中の観測

　　230分間休止　　　6硫黄島元山にて襯測
　　3　25分間休止　　　　　　7　母島港沖碇泊中の1親王

　　445分間休止
　　　A　水瓶座δ流星群に曝する流星籔δ一Aquarid

　　P　ペルセウス流星群に属する流星籔1）erseid

観測より得たる輻射軸　（Radiant　Poin亡s　deri・ed　fyom　obser～・ations）
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観測されたる大流星　（Bright　meteors　observed）

日付
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ﾏ測者は安武研二氏である．　（Ol）s・1．）y　K・Yasuta1く。）

△痕の色は青色が強かった．　（Bhlisll　ti『ai11　！！）

黄道光課報告（1933年七月）

　　　　　　　　　　　　課長　荒木二見

　この頃の黄道光は観測困難である・宵の西天は微かにあはれを止める程であり，曉

の東天はまだ充分明るくならない．封日照は銀河を離れたが，南天低くて，手をつけ

かねる黙が多い．観測者は四重にすぎない，

　大阪府の笹部君と鳥取縣の本田君との活動が愉快である・共に若V・熟心な，そして

鋭眼を誇る憶測者で，誠に好一封の感がある．

　1，観測者，観測地，観測日－t覧　（数字の下に短線を加へてあるのは曉の観測）

襯測剤 襯測　地 黄 道 光 圏・照

笹部榮一
佐々木一二
本　田

淺．野英之助

大阪府池屠町

京都府編知山

實陪取県系十村
　　　山口縣長府町 9，　IO　IS

20　21　29，　12－1　2S
　　　　　　　　　　　I20　22
　　21　22　29　51

　2，淺野君の西天の観測

　三個の槻測があるが，細長い全形が殆んど黄道から北にあると言ひたい程で，頂黙

の北上約70，底部は強光の木星のために齢程苦しさうであるし7明るさの標準も北梅

空により，その二倍位といへば淡いことがわからう．1（順には幅約12。の白帯が天秤星

座まで加へられてるるがノその引用が北100のあたりにあるのは一驚である・

　5，佐々木君の西天の観測

　爾日共に黄道から北方の副手線に近く縛る）・部分を加へてるる・これは薄明ではな

いがそのためか中心線が曲ってみる・頂黙の位置は淺野：君のそれに近い、

　4，笹部君の西天の観測

　mp．S．liの北偏が美事に見らtしてみる・20日には轡曲した一本の光帯が・とられてるる
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が淡いながらも一一様の明るさでなく・銀河に浸するまでに差があることが注意さオして

みる，21日には北方に一本の枝状光箒と，頂黒占から鹿の角に類する光幣が四本とらオし

てみる．28日にもこの引過の樹枝状光耀が四本とられてるる・この内L主光押と名づ

けられるべきものは黄道と約20。傾いて南東にのびてみるらしい　避日共言口時刻は

非常におそい・

　5，21日に笹部君のと・つた北方異ff滋雨

　流星圖によって遠く北極に近）・ところまで追跡されてるる．位置は牧夫座の申央を

北東に走って北冠座との境界からヘルクレス座の北部をかすめ，その枝は牧夫座の北

部にあって，やや西に傾いてみる・銀河状の淡い光輝物であらうか？

　6，本田鱈の東天の観測

　下旬であるから，淡いといっても，かな；Jの明るさが認められてみる・全艦として

底部が北の方に偏してみるから，從って中心線がやや南に向ってみる．これは底部の

淡い銀河のためかもわからない詳細な等光線はいつもの通りである・尖った頂黒占の

位置が，この頃の東天としては，少し高いやうに：思は才しる．攣牝はあまり認められな

い．黄道光の示す濁った色がし暖）・感じ■やし冷い感じ「を與へるのは何のためであらう

か？

　7，笹部霜の封日照の観測

　楕圓形で小さい方ではない・明るさは光帯よりもやや淡）・といふ不偏．中心黒占は西

に偏してみるらしい　21日には狡）・光箒を東方にのみ，黄道から非常に北に偏して加

へられ，28日には狡い光讐を西方にのみ，黄道上にとってみる・反封の側；・C　ltみとめ

られない．

　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×

i
り
副

：
／
）
）
？

　　　　　　　　　．第二　極年■略報．告

槻三者回忌　内地16名，毫膨2名，ブラジル移住地2名・

塩出総籔　内地及び三三　　黄道光395，封日照181・

　　　　　ブラジル移住地　　約400以上（推定）

観測結果の要約（1933年九月4日，大阪朝日新聞報）

　a！

つた．

　b，

氣の乾燥度と密接な關係を持つことを誼明した・

C，黄道光と共1（見ら2しる黄道光讐がよく調査さわ，

從來疑問親されてるた黄道光の消長及び攣動の現象の存在が大髄明にな

1933年六月の梅雨期に雨がなく，黄道光が例年より明るかったのは，空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄道光は太陽を取巻く
レンズ状の微細な物質の集團と考へらAしる時，光幣は黄道光よりも近く，地球
を取巻く帯状物質であらうと推定された・

　d，黄道附近に小面積の光輝物質の存在が数ケ所確認され，dしと銀河との
關係が考慮されつつある・

　e，北天に駁條の淡い訟訴が認められ，こわが低緯度地で見える永久的）『i

ロラと深い關係にある，

f，謝日照の形の年週攣化，殊に＋月の大攣化がよく調べら2した・
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，黒黒占？f目送籔幸匿告　　（1933年ブL月）課陽太

二二山荒改崔伊佐大西亀木森三沓清水高石千下
　　　　　　　を
本野田木嚢四達木橋村井邊　澤掛水谷垣坂．二二
だへ　　　　　ヒ　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　毫長小倉須紳雲輻京京花近大諏長島東東新水札
　　　　　　雀開
中田郡敷面戸田山都都山江垣訪野田京京潟番田
）　）　））））　 ）　 ）　））　 ）））　 ））　 ）　）））　））
5S　70　75　75　150　75　？，　6・1　50　9，　O　60　55　73　78　75　102　100　5’8　75　3S　50　58

4e　60　48　75　68　77　55　64　94　90　64　60　92　85　75　73　50　30　65　50　44
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　○毎度の御注意乍ら少敷の方の御報告同着は最も間口　月末日に御餐邊願いたいも

のである．OL原稿締切迄に到着せず■をニケ刀績けて揚船の後は，襯測を中止された

ものと解写して暫時課員より除く　侃し写り如き情合は享下国告がない場合である．．

○休測及び申止の揚合はその理由と共に御急報願）・たい，休測のみは揚載する，
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　　　　　　　　　　　　　遊星面癖報告

　今回，當協會に遊亙当課が新設され，山本博士が課長として，御面倒を吃て下さる

事となった事は伐々課員にとり此上なく心強く思ふ次第であります・

　さて，報告としては未だ充分メンバ1も揃って居ませんが，只今までの課員を申せば

山本　一一浩氏

伊達英太郎氏

宮本正太郎氏

木邊　成磨氏

沓掛　七二氏

荒木　健見氏

京都市花山天丈i毫

兵庫縣川邊郡雲雀ケ丘

京都市花山天文皇

滋賀縣野洲郡中里村

長野縣小野郡青木村

岡1．ls縣愈敷市

30cm屈折赤道儀｛
16cm反射経緯儀

11Cm反射赤道儀

30cm屈折。
］・Oc…反射纒緯儀

10cm屈折赤道儀

32cm反射赤道儀
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　土星の自斑土星の白斑が現在田面の課としての観測材料であるが，前號に正見模

様は詳しく記載されて居るから，以前の白斑につv・て一言書けば，第1回が1876年で1

第2回に1903年に現オして居る・1876年のは前號記載通り12月7日Hall氏が衛星のJapetus

を襯直する時に瀬見して居る・白斑は今回同様Ringの北側にあって7大きさは2”×

3”で白くハッキリと見えたが土星の位置と悪天候で1ケ配所りで観測は切れて居る・

　其の次に，やかましく云はれて居ないが，1896年にも十撒個の斑黒日が観測さオして居る・

之は白斑もあったが暗い斑鮎が多く見られて居る・Builetin　de　la　societe　astronomique

de　France（1897年度）にLeo　Brenner氏の描窺では，赤道帯から北極近くまで籔多の

斑黙が描かれてある．Antoniadi氏も見て居るので間違はないだらう・

　次が1903年のもの・で，此の時は今回のと形状はよく似て居るが，位置が北緯400位

にあって，明るさも幸ひ温帯の比較的暗い所にあった爲め，目立っては居るが，赤道

の白帯よりは明かに暗い・然るに今同のは，その明るい赤道白帯中にあってすら，猴

目立つのである故に一層興味深いわけである．

　扱て今回の観測結果は，御承知の如く，蜀乙のWeber氏により16Cmの反射鏡で登

見されて以來，大：分所々の報告も継て居るが，愛化としては急に相當に延びて來た事

である．即ち蛮見當時には土星の約1／10位の大きさで，その比が1：1・7位の随圓で

あったと報ぜられて居たが，6日には明かに長く（赤道にZF行に）なり，9日には1：3位

になったと報ぜらオし，叉從って土星の赤道邊の弧に封ずる割合も，6日には0・3以下が，

9日には0・35－O・4位に観測されて居る・其後は大きさには大して攣化はない様だが，

して見ると登見習時は未だ丁々嚢達のほんの最初の様であったらしい．そして白斑の

東端は赤道白帯にまぎれて見定め難くなった，と，付け加へら才してあった．さて図無

の襯測の方は，前號にも記載されたが兎角天候が悪くて，随分苦勢をして居る．9月中

旬以後はずっと悪天候であった．・圭として宮本氏の描爲の結果を検べて見ると，ほと

んど箒一杯に廣がつてみて中央に黒い溝がある．

　小口径，10糎程度では全膿が膿胸に明るく感ずるのみである・31）糎では，ドイツの

報皆の如く，弧に心して4／10位に認められるが，南北方向は南がクレ1プ環によっ

て隠されて分らないが見えてる所は土星の直径の1～10位　然し西端は可なり明瞭に赤

道白帯と沼蝦される．長い糖圓の白斑は心髄二つに淡暗い溝で分かオしで居るが，西の

方（先の方）が東の方の半分位しかなく，其他にも極く淡い溝の捺なものもあるかとも

思は配しる．特別によく光る所が各前後の白斑の温帯暗部に接する所にあって，B環よ

り明るく輝くが，形状は不明である・此の二箇所が土星の中央F午線を通る前後1時

間翻りが特別に輝くので，小望遠鏡では此の時が見時で，丁度これが弧の1／10位に見

える．それからこの特に輝いた所が北の暗）・帯に少し喰）・込んでる祥でもあるが，或

は錯畳かも知れない・叉その暗幣も幾分の濃淡があるらしい・以上

　襯測は9月5日，7日3回，10日3回，に依て居る・然し襯測が一人では威張っては機

表禺來ない・偏へkc諸賢の多占の槻測を待つ・


